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はじめに

2008年9月19～21日，秋田市民交流プラザALVE
で開催された「地質情報展2008あきた」において，体
験コーナー「石を割ってみよう！」を開設しました．こ
のコーナーは，一般の人達に実際に岩石をハンマー
で割ってもらい，割った岩石をお土産として持ち帰っ
ていただくという企画です．来場者の皆様からは毎年
好評をいただいており，今や情報展の看板コーナー
の1つと言っても過言ではありません．今回はこのコ
ーナーの準備から当日の様子と，石割り人気ランキン
グの集計結果についてご報告します．

準備した岩石

今回は合計15種類の岩石を準備しました（第1表）．
岩石は毎年人気のある岩石を考慮しつつ，堆積岩，
火山岩，深成岩．変成岩，鉱石を一通りそろえまし
た．「石を割ってみよう！」では，毎年開催地の都道府
県産の岩石を準備しており，今回新たに秋田県産の
岩石をラインナップに加えました（第1表）．秋田県産
の岩石は，珪藻土，安山岩，パーライト，軽石凝灰岩
（ゼオライト），花崗閃緑岩の5種類です．花崗閃緑岩
は著者の一人（小笠原）が現地で採取してきたもので，
他の岩石は秋田県内の鉱山会社および採石会社に
お願いして提供していただいたものです．

会場の様子

会場ではまず，お客さんの呼び込みから始まりま
す．子供のお客さんに「石を割ってみない？！」と誘い
かけると，9割方は「やりたい！」と言って来てくれま
す．お客さんにはまず，陳列された15種類の岩石か

ら好きな石を選んでもらいます．お客さんの大多数は
小学生以下の子供達とその親御さんです．好きな石
を選んだら，次に怪我をしないように軍手とゴーグル
をしてもらいます．そして，木の枠とビニールでできた
「石割り場」の中で実際に石を割ってもらいます（写
真1）．上手く割れないときにはスタッフがサポートし
ます．場合によってはスタッフがまず小さく割って，割
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第1表　準備した岩石の一覧と人気ランキング．

分類 岩石名 産地 配布数 順位

堆積岩

泥岩 青森県七戸町 30
砂岩 新潟県糸魚川市 30

石灰岩
滋賀県米原市
伊吹鉱山

42

珪藻土
秋田県北秋田市
鷹巣

44

火山岩

玄武岩
（火山弾）

静岡県富士宮市 51 8

安山岩 秋田県男鹿市 42

パーライト
秋田県北秋田市
米内沢

45 10

黒曜岩
北海道紋別郡
白滝村

200 1

軽石凝灰岩
（ゼオライト）

秋田県能代市
二ツ井

64 5

深成岩
かんらん岩 北海道様似町幌満 85 3
花崗閃緑岩 秋田市岩見三内 97 2

変成岩
蛇紋岩 長野県伊那市長谷 52 7
珪質片岩 高知県土佐町 50 9

鉱石

マンガン
鉱石

栃木県日瓢鉱山 75 4

石炭
（亜瀝青炭）

北海道美唄市
三美炭鉱

56 6

合計 933
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写真1 石割りに挑戦する参加者．

りやすくしたものを割ってもらうこともあります．黒曜
岩に関しては破片が鋭く，飛び散ると怪我の元になり
ますので，厚めのビニール袋に入れた状態で割って
いただきます．石が割れたら，岩石片を1つ選んでも
らい，ラベルと一緒にビニール袋に入れて記念品と
して持ち帰っていただきます．ラベルには岩石名と産
地のほかに，簡単な解説が書いてあります．数人が
石を割って会場内にハンマーの打撃音が響き渡ると，
それを聞いて次から次へとお客さんがやってきます．
そうなればしめたものです．しばしば大盛況となり順
番を待つ長蛇の列となります（写真2）．ほとんどの子
供達は夢中になって楽しそうに石を割ります．スタッ
フは大変ですが，満足してくれる様子を見ていると非
常にやりがいを感じます．

人気ランキング

後日，最初に用意したラベルの数と残ったラベル
の数から，各岩石の配付した個数を集計しました（第
1表）．配付した石の合計は933個でした．これらの配
付個数から岩石の人気ランキングをつけてみました
（第1表）．第1位は黒曜岩で，他の石と比べると桁違
いです．黒曜岩は毎年No.1にランキングされており，
もはやその人気は不動のものです．ところが第2位以
下は予想外でした．第2位は花崗閃緑岩でした．花
崗岩系の岩石が上位にランク入りすることはこれまで
あまりなかったことです．黒色の角閃石，白色の斜長
石，透明な石英が構成する美しいモザイク模様が受
けたのでしょうか？ 秋田市に近い太平山の石だった

からかもしれません．第3位はこれまた意外なかんら
ん岩でした．きれいな緑色をしているのが受けたので
しょうか？スタッフにとっても堅くて割れにくい石なの
に，子供達は次々にかんらん岩に挑戦していました．
このような石を選ばれるとスタッフはハラハラもので
す．

おわりに

今回も多くの参加者に楽しんでいただき，大変盛
況で終えることができました．このコーナーは，難しい
ことは抜きにして，石を割るという作業を体で体験し，
楽しんでもらうことに意義があります．その後，持ち
帰った岩石を眺めたり，説明を読んでみたりして，岩
石そのものに興味を持ってもらえると，さらに担当者
冥利に尽きます．今後もできるかぎり魅力ある体験
コーナーとして，スタッフ一同努力していきたいと考え
ています．
最後に，岩石試料を提供いただいた中央シリカ株

式会社，株式会社吉政石材，昭和化学工業株式会社，
東北ゼオライト鉱業株式会社の関係者各位，また会
場での準備・運営にご協力いただいた全ての方々に
深く御礼申し上げます．
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写真2 順番を待つ参加者の列と大忙しのスタッフ．




